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vお別れ遠足v ありがとう６年生・がんばれ在校生

３月１０日(金)，体育館で６年生を送る会を行った

後，吹上浜陸上競技場でお別れ遠足を実施しました。

体育館での心温まる「６年生を送る会」では，各学

年からの出し物や贈る言葉，プレゼント等があり，お

返しに６年生から在校生へ激励の言葉が贈られまし

た。在校生は，６年生がこれまで学校をリードしてくれたことへの感謝を

伝え，よき伝統を受け継いでいく意欲を高めていました。また，お別れ遠

足は，陸上競技場まで６年生と１年生が手をつないで歩き，その後，全校

レクを実施するなど，思い出に残るお別れ遠足になりました。

金管バンド定期演奏会 ２月２５日(土)

２月２５日（土）本校の金管バンド部が活動の一年間

の集大成として，本校体育館で定期演奏会を開催しまし

た。

永吉小の児童１名を含めたメンバーで２１名で活動し

ている子どもたちによる精一杯の演奏，そして賛助出演

の吹上中学校の素晴らしい演奏により，また卒業する６

年生へのセレモニー，指導してくださった先生方へのお

礼もあり，感動，盛会のうちに終了しました。

い ざ く

≪３月末～５月初旬の行事予定≫

３月２３日(木) 卒業式

２４日(金) 修了式

２７日(月) 離任式

ＰＴＡ送別会

４月 ５日(水) 入学式準備

（新５・６年生登校 ８：３０）

６日(木) 新任式・始業式

入学式

１３日(木) 交通安全教室

１４日(金) 学級ＰＴＡ

（学級役員選出）

１９日(水) 防犯教室

２０日(木)～２８日(金)

家庭訪問期間

２７日(木) 一日遠足

３０日(日) ＰＴＡ奉仕作業

５月 ２日(火) 学級ＰＴＡ

ＰＴＡ総会

ＰＴＡ歓迎会

転・退職者のお知らせ

職 名 氏 名 転 出先 等

校 長 田下 秀樹 定年退職 串木野小学校

教 諭 土橋 英男 鹿児島市立坂元台小学校

教 諭 三田 恵子 薩摩川内市立平佐西小学校

教 諭 新原 千絵 枕崎市立枕崎小学校

教 諭 逆瀬川 博昭 退職 期限満了 伊集院小学校

教 諭 田畑 里香 退職 期限満了

学校主事 上村 博 日置市立吹上中学校

学校司書 松田 篤子 日置市立吹上中学校
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朝の読み聞かせ

伊作小では，年間で読
書月間や週間を設定
し，朝の読み聞かせの
ご協力をいただいてい
ます。２月にも多くの
保護者の方々に読んで
いただきました。
豊かな心を育てる活

動へのご協力に感謝申
し上げます。来年度も
よろしくお願いいたし
ます。

新校舎完成記念式典 ３月３日（金）

３月３日（金）に新校舎完成記念式典が行われま
した。当日は，市長をはじめ，市役所関係者や市議
会議員，県議会議員，国会議員，工事関係者，学校
関係者等が参加し，盛大な会が行われました。
児童を代表して，６年和田未来さんが，新築校舎

完成への御礼の言葉を堂々と述べました。
子どもたちは，新しい校舎で落ち着いて学習に励んでいます。新しい校

舎と共に，すばらしい伊作小の歴史と伝統を築いてほしいと思います。


